
4さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）補

議 案 等 質 疑

大
溝
公
園
再
整
備
事
業

県
立
大
学
周
辺
道
路
整
備
事
業

子
育
て
共
助
推
進
事
業

次
世
代
交
通
実
証
事
業

Q
再
整
備
の
内
容
と
樹
木
の
伐
採
、フ
ェ

ン
ス
撤
去
後
の
安
全
対
策
は
。

A
県
立
大
学
開
学
を
見
据
え
、
芝
生
広

場
や
あ
ず
ま
や
、
遊
具
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ

ー
ル
な
ど
を
整
備
し
、
地
域
住
民
と
若
者

が
快
適
に
利
用
で
き
る
公
園
を
目
指
す
。

今
年
度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
地
域

や
利
用
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
詳
細
設

計
を
進
め
る
。
樹
木
は
一
律
に
伐
採
す
る

の
で
は
な
く
、
景
観
や
木
陰
、
防
犯
性
、

維
持
管
理
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
植

え
替
え
も
含
め
検
討
す
る
。
ま
た
、
飛
び

出
し
防
止
柵
や
車
止
め
、
遊
具
周
辺
の
フ

ェ
ン
ス
設
置
な
ど
、
安
全
性
と
開
放
感
の

両
立
を
図
る
。

Q
県
立
大
学
開
学
に
向
け
た
道
路
整
備

区
間
の
考
え
方
は
。ま
た
、地
域
で
は
生
活

道
路
へ
の
通
過
交
通
や
一
方
通
行
規
制
に

対
す
る
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、安

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
今
回
の
整
備
は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
か
ら
県
立
大
学
や
大
溝
公
園
へ
安
全

に
歩
行
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ス

道
路
を
対
象
と
し
て
お
り
、
大
学
開
学
後

の
交
通
状
況
も
検
証
し
な
が
ら
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
。
生
活
道
路
へ
の
抜
け
道
利

用
は
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
、
速
度
抑
制
や
カ
ラ

ー
舗
装
、
交
差
点
改
良
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
の
対
策
を
地
域
住
民
の
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
、
安
全
な
交
通
環

境
の
確
保
に
取
り
組
む
。

Q
有
償
実
証
運
行
の
内
容
や
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

A
本
年
の
11
月
か
ら
12
月
に
有
償
実
証
運

行
を
実
施
し
、
利
用
状
況
や
運
行
デ
ー
タ

を
検
証
し
な
が
ら
令
和
9
年
度
の
レ
ベ
ル

4
実
装
を
目
指
す
。
将
来
的
に
は
運
転
士

不
足
へ
の
対
応
や
公
共
交
通
の
維
持
に
つ

な
げ
た
い
。

Q
安
全
性
や
収
支
の
見
通
し
、国
産
車
両

を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

A
導
入
車
両
は
国
の
安
全
基
準
に
適
合
し

た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
実

証
運
行
で
も
使
用
実
績
が
あ
る
。
導
入
し

た
場
合
の
収
支
は
年
間
約
1
千
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
を
見
込
む
が
、
広
告
収
入
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
、
視
察
受
け
入
れ
な
ど

新
た
な
財
源
確
保
に
も
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
す
。

Q
既
存
の
類
似
事
業
と
の
違
い
や
新
た

な
事
業
を
実
施
す
る
理
由
は
。ま
た
、専
用

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
支
援
の
仕
組
み
や
安

全
性
、事
業
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

A
既
存
の
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
事
業
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
継
続
し
な
が
ら
、

急
な
預
か
り
や
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

な
ど
、
既
存
制
度
で
は
対
応
し
に
く
い
部

分
を
補
完
的
に
支
え
る
。
交
流
イ
ベ
ン
ト

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
を
通
じ
て
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
専
用
ア
プ
リ
で

日
常
の
頼
り
合
い
に
つ
な
げ
る
。
保
険
加

入
な
ど
安
全
面
に
も
配
慮
し
、
利
用
実
績

だ
け
で
な
く
、
孤
立
感
の
軽
減
や
相
談
・

支
援
に
つ
な
が
っ
た
か
な
ど
定
量
・
定
性

の
両
面
か
ら
事
業
効
果
を
検
証
す
る
。

樹
木
の
伐
採
計
画
、
防
犯
、

安
全
へ
の
配
慮
は

生
活
道
路
の
安
全
確
保
を

ど
う
進
め
る
の
か

自
動
運
転
バ
ス
、
期
待
さ
れ

る
効
果
は

既
存
の
支
援
事
業
と
の
違
い
は

補

補

補

補
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議案等質疑とは、議案等について、提出者（執行部）
に不明点や疑問点を聞き、説明や所見を求めるもの
です。

は「令和８年度補正予算」です。

大溝公園入口の様子

自動運転バス実証運行時の様子
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補正予算案に関する附帯決議

6月30日(閉会日)、市長に附帯決議を提出

子育て共助推進事業 次世代交通実証事業

　令和８年６月定例会に提出された補正予算案のうち、次の２事業に
対し、特に改善や留意を要すると判断し、意見や提言を決議として付
しました。この附帯決議は、議会全体の意思として、事業運営に反映
することを求めており、市が極めて重く受け止めるべきものです。

事業の実施にあたり、以下の事項についての対
応を求める。
⑴事業の重複による非効率な運営や利用者の混

乱を招くことがないよう、既存のファミリー
サポート事業やサポートママ事業、なかまほ
いくと事業の役割分担を整理した上で実施す
ること。

⑵事業の実効性を担保するため、単なる人材登
録に終わることがないよう、実際の支援活動
を担う人材の発掘・育成に向けた具体的かつ
実効性のある仕組みを構築すること。

⑶事業実施に当たっては、市内の事業所や子育
て支援団体との連携を十分に図ること。

⑷事業の実施状況について、適時議会へ報告を
行うこと。

事業の実施にあたり、以下の事項についての対
応を求める。
⑴自動運転バスの運行に当たっては、安全性の

確保を最優先とし、実証運行における検証結
果や事故防止対策、緊急時対応体制等につい
て十分な検証を行うとともに、市民に対し分
かりやすい情報提供に努めること。

⑵本事業の推進にあたっては、収支均衡を図る
ため、財源確保に努めること。

⑶自動運転バスの複数台導入による経費削減額
等を算定し、スケールメリットによる支出抑
制に努めること。

⑷事業の検討状況、検討結果について、適時議
会へ報告を行うこと。

詳細は、
   P7  教育環境委員会

詳細は、
   P7  産業建設委員会

可決された意見書
市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を表明し
ます。６月定例会では、２件の意見書が全会一致で可決されました。

※意見書の全文は、こちらからご覧いただけます➡

意見書第２号 地方財政の充実・強化に関する意見書　案

意見書第３号 教育・保育施設に係る公定価格の地域区分の見直しに関する意見書　案

Ｒ 8補正予算 Ｒ 8補正予算
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